
 

 

 

 

 

１ はじめに 

私自身，昨年度までＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室を担当していた。（今年度は，特別支援学

級の担任をしている。）通級指導は，限られた指導の時間の中で成果を出さなければならないの

で，時にはプレッシャーに感じることもあるが，児童は毎回の指導を楽しみにしており，私とし

てもやりがいを感じている。 

この発表の機会を頂いたのは，昨年度の１２月。何の実践をまとめてみようかと考えている最

中，新型コロナウイルスによる臨時休業期間に入り，思うような実践ができなかったことをお許

し頂きたい。 

本研究では，これまでの通級指導教室担当として実践したことをまとめてみることにした。 

 

２ 本校通級指導教室の概要 

設置年 平成２１年 

在籍児童数 
５０人（令和２年度） 

自校通級：３３人  他校通級：１７人（６校） 

担当教諭数 ２人 

中山小学校は，全校児童１４３３人（令和２年度４月時点）が在籍し，鹿児島県内一の児童数

である。（九州一でもある。）この数年，宅地が多く開発され，児童数は増加傾向である。 

通級指導教室についても，平成２１年度１１人で開設されたが，通級へのニーズも高まってき

ており，今年度は５０人と多くの児童が通ってきている。 

本校通級指導教室は，ＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室であるが，自閉スペクトラム症，情緒障

害，場面緘黙の傾向がある児童も在籍しており，様々な教育的ニーズに対応している。 

指導回数は，基本的に週１～３時間の通級（週１～２回）である。児童の実態に応じて，個別

での指導や２～３人での小グループ指導の指導形態をとっている。 

＜１単位時間の基本的な流れ＞ 

①お話タイム ５分 
１週間での出来事などを気持ちやその理由を含めて話を

する。 

②活動Ⅰ １５分 それぞれの課題に合った活動（認知機能トレーニング，

ソーシャルスキルトレーニングなど） ③活動Ⅱ １５分 

④いきいきタイム １０分 
児童が選択した活動（自由遊び）（ドッジボール，カード

ゲーム，ジェンガ，タブレットなど） 

 

３ 研究テーマについて 

 ⑴ テーマ設定の理由 

私自身，これまで「学習の土台は，基礎学力を身につける。」と考えていた。例えば，漢字

の書き取りや計算ドリルを繰り返し行い，数をこなすことでいずれ身につくと考えていた。 

もちろん，そのような学習を否定するつもりはないが，児童が意欲をもてなかったり，すぐ

第２分科会「ＬＤ・ＡＤＨＤ」 

学習の土台を固め，楽しさを味わわせる指導法 

～通級指導教室での実践から～ 

鹿児島県鹿児島市立中山小学校  教諭 清藤 大嗣 

1



に飽きてしまったりすることも多かった。また，週に１回の通級指導で行ってもなかなか学習

が定着せずに，指導法を工夫することが必要であった。 

また近年，特別支援教育では，「認知特性に応じた指導･支援」の必要性が注目されており，

感覚統合の視点に立った遊び，コグトレ（Cognitive Training），ビジョントレーニング，ソー

シャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）の書籍も多く出回っている。そこで，児童の認知特性を

生かすことで学習の土台が作れるのではないかという仮説の下，本研究を進めることにする。 

⑵ 学習の土台とは 

コグトレを提唱している宮口幸治氏によると，勉強の挫折が非行化につながるケースもあり，

学習でつまずかないためにも，「学習の土台となる見る力，聞く力，想像する力をつける必要

があり，さらに身体面の支援が欠かせない。」と言っている。したがって，「社会面，学習面，

身体面の３つの方向からの子どもの理解と支援が必要」であり，児童の実態に応じて支援する

ことで，認知機能を高めたり対人スキルを身につけたりできると考える。 

本研究では，それらの３つの面からアプローチをしながら，実践を積み重ねていった。 

 

４ 研究の実際（通級指導に取り入れた活動について） 

⑴ 身体面 

在籍している児童の中にも姿勢の保持が苦手な子がいる。そこで，体幹を鍛えるためにバラ

ンスボールやバランスボードなどの教具を活用した。また，身の回りにある道具（新聞紙，紙

皿，空き缶など）で教具を作成することもあった。 

児童の情緒も落ち着き，注意・集中することにつなげることができた。 

    

【バランスボールとバランスボード】 

主に体幹を鍛える目的で行った。姿勢を何

秒維持できるか，乗ったまま体が動かせるか

などに挑戦した。 

【ジャンプタッチ】 

高さが違う紙皿を

つり下げ，30 秒で何回

タッチできるか挑戦

した。 

【空き缶積み上げ】 

決められた時間内

に何個の空き缶を積

み上げることができ

るか挑戦した。 

その他…縄跳び，お手玉投げ，ストラックアウト，ペダロ 

⑵ 学習面 

通級指導教室では，主に注意力や集中力を高めるために，コグトレやビジョントレーニング

の書籍を参考にしながら，「見る活動」，「聞く活動」を中心に行った。 

 

【コグトレ】 

写真は，「同じ絵を

さがそう」の例であ

る。複数の絵の違いを

探し，消去法で答えを

導いていた。  

【ビジョントレーニ

ング】 

声に出して，数字

や文字を読んでい

く。 
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【きくきくドリル】 

ＣＤの指示をよく

聞いて問題に答えて

いく。聞いた内容を覚

える力も身につく。   

【タングラム】 

型紙の中にタング

ラムを敷き詰めてい

く。できたときの達

成感も味わうことが

できた。 

その他…コグトレ（最初とポン，何が一番？），ジオボード，ジグソーパズル，タブレット

を使ったビジョントレーニング 

⑶ 社会面 

通級に通ってくる児童は，コミュニケーション面で課題がある子も多い。授業の最初の「お

話タイム」の中で，適切な行動を振り返ったり，ソーシャルスキル絵カードを用いて考えさせ

たりすることもあった。また，ペア学習のときには，ロールプレイも取り入れ，対人スキルに

ついて考える機会となった。 

   

ロールプレイの様子 プリント学習 

「こんなとき，どうする」 

ソーシャルスキル絵カード 

 

５ 実践例（対象児：６年Ａ児） 

⑴ 児童の実態（個別の指導計画より） 

・ 感情のコントロールが難しい。思い通りにならないと手を出すことがある。 

・ 思い込みが激しく，自己肯定感が低い。処理能力が低く，不器用である。 

・ 忘れ物が多い。        ・ 体を動かすことを好んでする。 

・ 単元テスト等の成績は中程度であるが，学習意欲は高い。 

・ 通級は，４年生時から利用。週２時間（週２回）の指導。 

⑵ 指導の方針と流れ 

週２回の指導のうち，１回は個別での活動，もう１回はペア学習を行った。ペアは，同じ学

校，同学年の児童と行った。主に，個別での活動で「学習面」，ペアでの活動で「社会面」を

指導することとした。 

⑶ 具体的な指導の一部 

ア 集中力を高めよう 

Ａ児は非常にゲームやパズルが好き

であった。そこで，タングラムや

DE-ON（くもん出版）の課題などＡ児

が抵抗なく取り組める内容から始めた。

「あきらめずに取り組めるかな。」「〇
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分間集中してできるかな。」と目標を掲げながら取り組むことで，集中力を高めることがで

きた。 

イ フェアプレーについて考えよう 

ペア学習のときに行った。ボードゲームやトランプ，スポーツ（玉入れや野球）などのゲ

ームをしながら，相手のことを考えた振る舞いができることがねらいである。 

授業の前半で，「フェアプレーで大切なこと」を問うと，児童からは「相手を尊重する，

文句を言わない，礼に始まり礼に終わる」という反応が返ってきた。その後は，大切なこと

を意識しながらゲームをしていた。 

 

ウ 気持ちの理解 

まずは，怒り・喜び・悲しみなどのジャンルで表情カードの仲間分けを行った。その後，

自分だったらどんなときにそのような表情になるかを付箋紙に記述した。 

       

⑷ 指導の経過 

○ 指導を繰り返すことで，穏やかに過ごせることが多くなった。修学旅行でも友達と協力し，

トラブルなく過ごすことができた。 

○ 自分の思い込みが原因で気持ちが崩れることもあったが，Ａ児の思いをくみ取り，悪かっ

た行動を振り返ることもできている。 

 

６ 成果と課題 

○ 児童の実態に応じて，社会面，学習面，身体面の３つの内容を意識しながら指導を組み立て

たことや楽しい活動を取り入れたことで，児童の見る力，聞く力が高まり，通常学級での学習

に生かしていこうとする姿がみられた。 

● 短期間では成果が出にくい面もある。通級の担当が変わっても引き継ぎをしっかりと行うこ

とで継続した取り組みにする必要がある。 
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